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表  題 ラベルの自動割付デバイスに関する注意事項 

適用機種 
三菱統合FAソフトウェアMELSOFTシリーズ 

GX Works2,GX Developer 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱統合FAソフトウェアMELSOFTシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

GX Works2，GX Developer におけるラベルの自動割付デバイスに関する注意事項をご連絡いたします。 

全コンパイルまたは，ラベルを追加／変更してコンパイルした後に，PC書込み，またはRUN中書込みを実行

する場合は，「2.発生原因」を確認のうえ，「3.注意事項」にしたがって操作を行っていただくようお願い

いたします。 

 

1. 現象 

「2.発生原因」に示す発生条件を満たすとき，全コンパイルまたは，ラベルを追加／変更してコンパイルす

ると，他のプログラムで以前使用していたデバイスにラベルを割り付ける場合があります。 

このため，再割付けされたラベルの値が不定の状態となる場合があります。 
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2. 発生原因 

2.1 GX Works2の場合 

2.1.1 ケース1 

 

 説明 

発生条件 下記の(1)から(4)の条件をすべて満たす場合に現象が発生する場合があります。 

(1)構造化プロジェクトまたは，シンプルプロジェクト（プロジェクト新規作成時に，「ラベルを

使用する」を指定）を使用している場合。 

(2)自動割付デバイスを指定したラベルを使用している場合。 

(3)オプション「PC読出/書込」-「全コンパイル後のPC書込時に自動割付デバイス設定で設定した

範囲のデバイス値を0クリアする」が無効な場合。※ 

(4)下記の①または②の操作を実行した後に，PC書込みを行い，リセット操作を行なわない場合。

① 「変換＋全コンパイル」 

② 下記の(i)から(vi)のいずれかの操作を行なった後の「変換＋コンパイル」（「変換＋

全コンパイル」と同じ処理が実行されます）。 

(i)  下記のオプション設定の変更 

・「ラベル設定エディタ」の“文字列データ型のデータ長” 

・「コンパイル」全般 

(ii) 下記のPCパラメータ設定の変更 

・「PCシステム設定」の“共通ポインタ” ，“タイマ時限設定” 

・「PCファイル設定」の“ファイルレジスタ”，“ローカルデバイス用のファイル”

・「デバイス設定」 

(iii) 自動割付デバイス設定の変更 

(iv) 構造化プロジェクトを開くときの命令と応用関数の更新 

(v)  他形式プロジェクトを開く 

(vi) プロジェクト種別の変更 

発生操作 「変換+全コンパイル」後のPC書込み 
 

参考： 

全コンパイルを行うと，すべてのラベルに対してデバイスを再度割り付けます。 

自動割付デバイスの対象となるラベルにデバイスの再度割付けが行われると，他のプログラムで以

前使用していたデバイスを割り付ける場合があります。 

このため，全コンパイル後にPC書込みを行なった後に，リセット操作を行なわない場合，ラベルに

再割付けされたデバイスの現在値は，PC書込み以前の状態を保持しているため，不定の状態となり

ます。 
 

※：GX Works2 がVer.1.27D以前の場合は，本条件を考慮する必要はありません。 
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2.1.2 ケース2 

 

 説明 

発生条件 下記の(1)から(4)の条件をすべて満たす場合に現象が発生する場合があります。 

(1)構造化プロジェクトまたは，シンプルプロジェクト（プロジェクト新規作成時に，「ラベルを

使用する」を指定）を使用している場合。 

(2)オプション「PC読出/書込」-「全コンパイル後のPC書込み時に自動割付デバイス設定で設定し

た範囲のデバイス値を0クリアする」が無効な場合。※ 

(3)自動割付デバイスを指定したラベルを使用している場合。 

(4)ラベルを追加または変更した場合。 

発生操作 追加または変更したラベルに割り付けたデバイスの現在値をクリアせずに，「変換＋コンパイル＋RUN

中書込み」または，PC書込み。 
 

参考： 

自動割付デバイスの対象となるラベルを追加または変更してコンパイルすると，追加または変更した

ラベルへ未使用デバイスを割り付けます。デバイスの割付け時は，他のプログラムで以前使用してい

たデバイスを割り付ける場合があります。 

このため，ラベルを追加または変更してコンパイルした後，ラベルに割り付けたデバイスの現在値を

クリアせずにRUN中書込みまたは，PC書込みを行なった場合，ラベルに割付けされたデバイスの現在値

は，RUN中書込みまたはPC書込み以前の状態を保持しているため，不定の状態となります。 
 

※：GX Works2 がVer.1.27D以前の場合は，本条件を考慮する必要はありません。 

 

2.2 GX Developerの場合 

2.2.1 ケース1 

 

 説明 

発生条件 下記の(1)から(3)の条件をすべて満たす場合に現象が発生する場合があります。 

(1)プロジェクト新規作成時に，「ラベルを使用する」を指定している場合。 

(2)ローカルラベルまたは，FB変数を使用している場合。 

(3)下記の①または②の操作を実行した後に，PC書込みを行った後，リセット操作を行なわない

場合。 

① 全コンパイル 

② 下記の(i)から(iv)のいずれかの操作を行なった後の「変換＋コンパイル」（「変換＋

全コンパイル」と同じ処理が実行されます）。 

(i)  ２本以上のプログラムを編集 

(ii) ラベルを削除 

(iii) 下記のPCパラメータ設定の変更 

・「PCシステム設定」の“共通ポインタ” ，“タイマ時限設定” 

・「デバイス設定」 

(iv) 自動割付デバイス設定の変更 

発生操作 「変換+全コンパイル」後のPC書込み 
 

参考： 

「2.1.1 ケース1」の「参考」を参照してください。 
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3. 注意事項 

「2.発生原因」の発生条件を満たす場合は，以下の注意事項にしたがって操作してください。 

 

発生原因 注意事項 

GX Works2の場合 ケース1 a)，b)いずれかの操作をしてください。 

 

a)ラベルに割り付けられたデバイスのクリア操作を自動でする場合※： 

下記の順で操作してください。 

(1)オプション「PC読出/書込」-「全コンパイル後のPC書込時に自動割付デ

バイス設定で設定した範囲のデバイス値を0クリアする」を有効にしま

す。 

(2)「オンライン」=>「PC書込」により，プログラムをシーケンサCPUに書

込みます。本操作によりプログラムの書込み後，自動的に自動割付デ

バイス設定で設定した範囲のデバイス値を0クリアします。 

 

b)ラベルに割り付けられたデバイスのクリア操作を手動でする場合： 

RUN中でのPC書込みは実施せず，下記の順で操作してください。 

(1)CPUをSTOPにします。 

(2)「オンライン」=>「PC書込」により，プログラムをシーケンサCPUに書

込みます。 

(3)「オンライン」=>「PCメモリクリア」により，デバイスメモリ，ラッチ

範囲をクリアします。 

(4)自動割付デバイス設定でファイルレジスタを使用している場合は，「オ

ンライン」=>「PCメモリクリア」により，ファイルレジスタをクリアし

ます。 

(5)CPUをRUNにします。 

 ケース2 ラベル追加または変更時は，下記の順で操作してください。 

(1)ラベルの追加または変更のみを行ないます。（この時点では，プログ

ラムの編集は，行なわないでください） 

(2)「変換／コンパイル」=>「変換＋コンパイル」によりコンパイルしま

す。 

(3)追加または変更したラベルを，ウォッチウィンドウへ登録し，現在値

を“０”にします。 

(4)プログラムを編集し，「変換／コンパイル」=>「変換＋コンパイル＋

RUN中書込」または，「オンライン」=>「PC書込」によりプログラムを

シーケンサCPUに書込みます。 

GX Developerの場合 ケース1 本表の「GX Works2の場合」の「ケース１」 b)の場合を参照してください。
 

※：GX Works2 がVer.1.28E以降の場合に可能な操作です。 
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4. GX Works2 Ver.1.28Eにおける機能追加・仕様変更内容 

GX Works2では,｢1.現象」への対応として，機能追加と仕様変更を行いました。 

  

4.1 機能追加 

ラベル自動割付デバイスクリア機能を追加しました。 

 

機能 説明 

ラベル自動割付 

デバイスクリア 

・全コンパイル後(※)のPC書込みにおいて，パラメータ・プログラムの書込み後，自動的にラ

ベルに使用する自動割付デバイス設定で設定した範囲のデバイス値を０クリアします。 

・本機能を使用する場合は，オプション「PC読出/書込」-「全コンパイル後のPC書込時に自動

割付デバイス設定で設定した範囲のデバイス値を0クリアする」を有効にしてください。 
 

※：「全コンパイル後」とは，「2.1.1 ケース1」発生条件(4)の①または②の操作を実行した後を示しま

す。 

 

4.2 仕様変更 

全コンパイル後の動作について，下記の通り変更しました。 

 

説明 
機能 

変更後 変更前 

PC書込 全コンパイル後(※)のPC書込みは，CPUがRUN中の場合は，実行不可で

す。リモートSTOP後にPC書込みし，自動割付デバイス設定で設定した

範囲のデバイス値を0クリアします。 

変換+コンパイル+RUN中 

書込 

全コンパイル後(※)の変換+コンパイル+RUN中書込みは，CPUがRUN中の

場合は，実行不可です。 

TC設定値変更のRUN中 

書込 

全コンパイル後(※)は，「変更したプログラムをPCに書込む」を無効

とし，RUN中書込みは実行不可です。 

MELSAP-Lの記号入力/ 

プログラム入力画面の 

RUN中書込(MELSAP-L 

(命令形式)表示) 

全コンパイル後(※)は，RUN中書込みは実行不可です。 

MELSAP-Lの記号入力/ 

プログラム入力画面の 

RUN中書込(MELSAP-L 

(起動条件形式)表示) 

全コンパイル後(※)は，「変換後，RUN中書込を実行する」を無効とし，

RUN中書込みは実行不可です。 

実行可能 

 
※：「全コンパイル後」とは，「2.1.1 ケース1」発生条件(4)の①または②の操作を実行した後を示しま

す。 
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改訂履歴 
 

副番 発行年月 改訂内容 

― 2010年4月 初版 

A 2010年6月 

・「2.1.1 ケース1」メニュー名の誤記を訂正しました。 

・「2.1.2 ケース2」メニュー名の誤記を訂正しました。 

・「3. 注意事項」メニュー名の誤記を訂正しました。 

・「4.1 機能追加」メニュー名の誤記を訂正しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


